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第 1 編は，疲れ過程における諸性質の変化に関する研究で 7章に分かれているO
















































































第 1 編は熱処理鋼の疲れ過程における諸性質の変化について述べたもので 7章からなっている。
第 1 章は緒言で本研究に使用した 7 種の疲労試験機， 17種の供試材，ならびに 1 2種の試験片な





















第 7章は第 1 編の研究結果をまとめたもので，応力繰返しの初期において加工硬化のみ起こり，細
隙の生成はなく，加工硬化が飽和するような繰返数附近から細隙が生成しはじめ，これが次第に成長
して破隙となり，さらに肉眼的大きさに急速に発達して疲れ破損するに至ると結論しているO













第 4 章は第 2 編の結論で安全疲れ限度を採用することの妥当性を論じ，安全疲れ限度対耐久疲れ限
度の比の値は上記のように 1 より小さいことから設計計算上も安全側であると結んでいる。
総括は本研究の結果を要約したものであるO
このように著者は多数の鋼材についての広汎，かっ詳細な実験的研究に基づ、き，鋼材が繰返応力を
受けるとき加工硬化を来たさぬような繰返応力の上限を安全疲れ限度とすることを試案として提
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唱し，その決定ならびに測定の方法を開発したものである。機械構造物などの設計にあたり，こ
の安全疲れ限度を計算上の基準とするときは従来の耐久疲れ限度を採用するのに比べ，使用中材質的
変化が起こることなく安全側にあることを明確にするとともにその測定は耐久疲れ限度測定法に比べ
て，簡単かつ迅速に行ないうる優れた点のあることを実証している。これは材料の疲労試験，および
設計上高く評価さるべきものであり，工学上ならびに工業上に貢献するところきわめて大きいものと
考える O
よって本論文は博士論文として十分に価値があるものと認めるO
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